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個
人
情
報
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
っ
て
１
人
１
台
端
末

が
整
備
さ
れ
、
学
校
の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
化
）
が
急
速

に
進
展
し
て
い
る
が
、
児
童
生
徒
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
の

利
用
に
つ
い
て
は
慎
重
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
個
人
情
報
の
保
護
で
あ
る
。
児
童
生
徒
に
関

す
る
デ
ー
タ
に
は
、
児
童
生
徒
の
氏
名
と
こ
れ
に
ひ
も

付
く
多
様
な
デ
ー
タ
が
あ
る
。
例
え
ば
、
▽
学
年
・
学

級
、
▽
住
所
・
電
話
番
号
、
▽
生
年
月
日
、
▽
身
長
・

体
重
・
健
康
状
況
、
▽
テ
ス
ト
の
結
果
・
指
導
要
録
の

評
価
、
▽
出
欠
席
の
状
況
、
▽
生
徒
指
導
・
進
路
指
導

情
報
、
▽
端
末
の
操
作
履
歴
―
等
々
、
児
童
生
徒
の
デ

ー
タ
は
数
多
い
。こ
れ
ら
は
す
べ
て
個
人
情
報
で
あ
る
。

　

法
改
正
で
令
和
５
年
度
か
ら
公
立
学
校
に
は
、
個
人

情
報
保
護
条
例
で
な
く
、
個
人
情
報
保
護
法
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
児
童
生
徒
の
個

人
情
報
を
利
用
す
る
場
合
、
個
人
情
報
保
護
法
の
規
定

に
基
づ
く
適
正
な
手
続
き
が
必
要
と
な
る
。
例
え
ば
、

利
用
目
的
を
あ
ら
か
じ
め
特
定
す
る
、
特
定
し
た
利
用

目
的
を
本
人
に
明
示
す
る
、
デ
ー
タ
の
安
全
管
理
措
置

を
講
じ
る
な
ど
個
人
情
報
保
護
法
等
に
基
づ
く
適
正
な

取
り
扱
い
が
求
め
ら
れ
る
。

　

次
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵
害
と
な
ら
な
い
配
慮

で
あ
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
、
法
律
の
定
め
は
な
い

が
、
判
例
で
「
み
だ
り
に
公
開
さ
れ
な
い
と
い
う
法
律

上
の
保
護
に
値
す
る
利
益
」
（
最
高
裁
昭
和
56
年
４
月

14
日
判
決
）
と
し
て
確
立
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
①
私
生
活
上
の
事
実
ま
た
は
事
実
ら

し
く
受
け
取
ら
れ
る
も
の
、
②
一
般
的
な
感
受
性
を
基

準
に
し
て
公
開
し
て
欲
し
く
な
い
も
の
、
③
一
般
の

人
々
に
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
―
を
、
本
人
の
了

解
な
し
に
公
開
す
る
こ
と
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵

害
と
な
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
が
十
分
で
な
い
場

合
、
国
家
賠
償
法
に
基
づ
く
賠
償
責
任
の
リ
ス
ク
が
生

ず
る
。

　

学
校
が
教
育
デ
ー
タ
を
取
り
扱
う
場
合
、
教
育
委
員

会
の
指
導
の
下
に
、
教
育
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ

シ
ー
を
確
立
し
、
学
校
に
お
け
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
責
任
体
制
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

一
般
社
団
法
人
日
本
図
書
教
材
協
会
前
会
長

菱
村
　
幸
彦
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一
般
社
団
法
人
日
本
図
書
教
材
協
会
（
辻
村
哲
夫
会
長
）
で
は
、
６
月

27
日
に
東
京
都
・
千
代
田
区
の
「
出
版
ク
ラ
ブ
」
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
通
常

総
会
を
開
い
た
。
新
年
度
の
事
業
計
画
案
・
予
算
案
を
策
定
し
た
。

日
第
１
０
６
回
通
常
総
会
開
催

　

新
年
度
事
業
計
画
案
・
予
算
案
を
決
定

新
年
度
役
員
を
選
任

員
の
改
選
を

行
っ
た
。

　

新
年
度
事

業
と
し
て
は
、

教
科
書
著
作

権
協
会
と
の

ル
ー
ル
改
定

周

知
、

Ｉ

Ｃ

Ｔ
活
用
に
対

応
し
た
学
校

用
教
材
の
課

題
研
究
、
学
校
用
教
材
の
著
作
権
に
関
す
る
活
動
、
学

校
教
材
調
査
会
（
中
学
校
）
の
実
施
、
広
報
活
動
の
充

実
、
創
立
七
十
周
年
に
向
け
た
事
業
企
画
の
検
討
に
つ

い
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

○
小
・
中
学
部
会
、
出
版
社
代
表
者
会
議
も
開
催

　

総
会
前
に
、
新
年
度
第
１
回
小
・
中
学
部
会
、
出
版

社
代
表
者
会
議
を
開
き
、
日
図
協
役
員
体
制
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
た
。
な
お
、
小
・
中
学
部
会
の
正
副
部
会

長
を
次
の
通
り
選
出
し
た
。

　

総
会
で
は
、
22
年
度
の
事
業
・
決
算
報
告
と
23
年
度

第
１
期
（
２
０
２
３
年
４
月
～
７
月
）
の
事
業
計
画
・

予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。
合
わ
せ
て
、
23
年
度
第
２

期
（
２
０
２
３
年
８
月
～
２
０
２
４
年
７
月
）
の
事
業

計
画
・
予
算
案
も
策
定
し
た
。
ま
た
、
下
表
の
通
り
役

一般社団法人日本図書教材協会

2023 年度（第１期・第２期）役員名簿
（敬称略）

役　 名 氏　 名 摘　　　　要

会 長
（代表理事）

辻 村 哲 夫 元文部省初等中等教育局長

副 会 長
（理　　事）

新 井 郁 男
星槎大学特任教授

上越教育大学名誉教授

理 　 事 清 水 美 憲 筑波大学人間系教授

〃 堀 田 龍 也
東北大学大学院教授

東京学芸大学大学院教授

〃 村 上 洋 平 青葉出版株式会社代表取締役社長

〃 森　 達 也 株式会社教育同人社代表取締役社長

〃 長谷川知彦 株式会社光文書院代表取締役社長

〃 藤 田 毅 志 株式会社新学社取締役副社長 ○

〃 浜島　拓央 株式会社浜島書店代表取締役社長 ○

〃 渡 部 竜 士 事務局長

監 　 事 二 宮　 皓 広島大学名誉教授

〃 渡 辺 充 穂 株式会社学宝社代表取締役社長

※「〇」は新任

【
小
学
部
会
】

【
小
学
部
会
】

　

部

会

長
：
森
達
也
教
育
同
人
社
社
長

　

副
部
会
長
：
金
井
肇
正
進
社
社
長

【
中
学
部
会
】

【
中
学
部
会
】
（
い
ず
れ
も
留
任
）

　

部

会

長
：
星
澤
卓
也
東
京
法
令
出
版
社
長

　

副
部
会
長
：
渡
辺
充
穂
学
宝
社
社
長

　

藤
田
毅
志
新
学
社
副
社
長

　

金
井
肇
正
進
社
社
長
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一
般
社
団
法
人
全
国
図
書
教
材
協
議
会
（
細
谷
美
明
会
長
）
で
は
、
６
月
27
日
に
第
３
回
理
事
会
を
「
出
版
ク
ラ

ブ
」
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。
ま
た
、
理
事
会
前
に
は
、
幹
事
会
、
出
版
社
代
表
者
会
議
を
開
催
し
、
理
事
会

で
は
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
主
に
次
の
審
議
を
行
っ
た
。

全
２
０
２
２
年
度
第
３
回
理
事
会
を
開
催

２
０
２
３
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
を
審
議
、
各
事
業
の
推
進
状
況
を
確
認

○
２
０
２
２
年
度
事
業
中
間
報
告

　

昨
年
11
月
以
降
に
発
生
し
た
災
害
へ
の
対
応
、
教
材

士
研
修
制
度
、
複
写
複
製
阻
止
対
策
・
登
録
事
業
者
名

簿
の
教
委
等
へ
の
通
知
、
販
売
店
向
け
販
売
管
理
シ
ス

テ
ム
の
運
用
、
販
売
店
向
け
各
種
制
度
（
生
命
共
済
、

総
合
補
償
、
福
利
厚
生
）
の
運
用
状
況
、
ネ
ッ
ト
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
対
策
、
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
と
の
連

携
、
文
部
科
学
省
土
曜
学
習
応
援
団
事
業
な
ど
に
つ
い

て
確
認
し
た
。

○
教
材
士
研
修
制
度
の
運
営
状
況

　

過
去
２
年
間
実
施
し
た
研
修
制
度
基
礎
コ
ー
ス
講
座

の
申
込
者
数
や
今
年
の
運
用
方
針
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

　

今
後
は
、
７
月
末
か
ら
の
運
用
開
始
に
向
け
て
、
受
講

者
の
募
集
と
、
日
本
教
材
学
会
と
の
合
同
委
員
会
を
中

心
に
動
画
の
更
新
等
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

○
２
０
２
３
年
度
事
業
計
画
案
並
び
に
収
支
予
算
大

綱
の
編
成

　

事
業
計
画
案
で
は
、
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
対
し
て
協

会
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
の
整
理
と
対
策
や
、
オ

ン
ラ
イ
ン
も
活
用
し
て
会
員
並
び
に
従
業
員
の
知
識

及
び
質
的
向
上
の
た
め
の
研
修
会
等
の
企
画
な
ど
を

盛
り
込
ん
で
い
る
。
収
支
予
算
大
綱
は
、
２
０
２
２
年

度
の
予
算
執
行
状
況
を
見
な
が
ら
策
定
し
、
総
会
に
提

案
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
２
０
２
３
年
度
通
常
総
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

２
０
２
３
年
度
の
総
会
日
程
（
９
月
26
、
27
日
）
を

確
認
し
、
１
日
目
の
協
会
長
会
議
で
は
日
本
教
材
学

会
・
朝
倉
徹
常
任
理
事
を
招
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
開
催
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

○
定
款
の
一
部
変
更
と
会
長
任
期
の
上
限
見
直
し
に

よ
る
規
程
の
設
置

　

運
営
委
員
会
よ
り
、
定
款
の
一
部
変
更
と
会
長
任
期

の
上
限
見
直
し
に
よ
る
規
程
の
設
置
に
つ
い
て
提
案

が
あ
り
、
こ
の
方
針
に
つ
い
て
承
認
し
た
。

　

今
後
は
、
定
款
の
変
更
は
総
会
へ
、
新
た
に
設
け
る

規
程
は
理
事
会
へ
提
案
し
て
い
く
予
定
。

６
月
19
日
、
21
日
、
26
日

全
ブ
ロ
ッ
ク
小
・
中
学
部
会
長
会
議
並
び
に
出
版

社
営
業
部
長
と
の
協
議
会
を
開
催

　

理
事
会
に
先
立
ち
、
19
日
に
ブ
ロ
ッ
ク
小
学
部
会
長

会
議
、
21
日
に
ブ
ロ
ッ
ク
中
学
部
会
長
会
議
、
27
日
に

ブ
ロ
ッ
ク
小
・
中
学
部
会
長
会
議
並
び
に
出
版
社
営
業

部
長
と
の
協
議
会
を
開
催
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
新
学
期
の
情
勢
報
告

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
小
学
校
は
、
教
育
現
場
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
へ
の
対
応
、
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
対
策
、
物

流
に
お
け
る
２
０
２
４
年
問
題
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　

中
学
校
で
は
、
教
育
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
へ
の
対
応
、

「
子
ど
も
た
ち
の
み
ら
い
の
学
び
を
支
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
企
画
、
見
本
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

６
月
27
日

全
幹
事
会
を
開
催

　

理
事
会
に
先
立
ち
開
催
し
た
幹
事
会
で
は
、
事
前
に

開
か
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
小
・
中
学
部
会
長
会
議
か
ら
の
報

告
を
受
け
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
ほ
か
、
事
務
局
主
催

の
研
修
会
企
画
、
教
材
士
研
修
制
度
の
運
用
方
針
、
協

全国図書教材協議会　理事会
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会
長
会
議
の
企

画
に
つ
い
て
の

協
議
や
次
回
ブ

ロ
ッ
ク
小
・
中

学
部
会
長
会
議

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
確
認
な
ど

を
行
っ
た
。

＊　

＊　

＊

６
月
12
日

全
運
営
委
員
会
を
開
催

　

全
図
協
で
は
運
営
委
員
会
を
「
協
会
会
議
室
」
と
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
た
。

　

当
日
は
、
理

事
会
に
向
け
て

次
年
度
の
事
業

計
画
案
や
予
算

大
綱
の
策
定
を

行
っ
た
。

　

そ

の

ほ

か
、

主
な
事
業
の
報

告
や
全
図
協
創

立
七
十
周
年
事

業
、
会
長
任
期

の
上
限
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

６
月
14
日

日
業
界
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会

　

業
界
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
（
委
員
長
・
小
沼
武
士

日
本
標
準
経
営
企
画
室
全
社
情
報
課
リ
ー
ダ
ー
）
で

は
、
「
協
会
会
議

室
」
と
オ
ン
ラ

イ
ン
で
新
学
期

後
の
会
議
を
開

い
た
。

　

今
年
度
は
４

月
30
日
時
点
で
、

「
図
書
教
材
ネ
ッ

ト
」
の
利
用
販

売
店
数
４
２
９

社
（
昨
年
同
期

間
比
30
社
増
）
、

発
注
デ
ー
タ
件

数
６
１
７
、
３
９
２
件
（
昨
年
比
６
５
、
３
５
５
件
増
）

と
大
幅
に
増
加
し
た
。

　

当
日
は
、
任
期
満
了
に
よ
る
正
副
委
員
長
を
選
任
し

た
ほ
か
、
来
年
度
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
改
修
の
方
針
等

に
つ
い
て
協
議
し
た
。

６
月
30
日

日
小
学
校
編
集
部
長
会
を
開
催

　

小
学
校
編
集
部
長
会
で
は
、
第
１
回
部
長
会
を
「
協

会
会
議
室
」
で
開
い
た
。

　

会
議
で
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
正
副
幹
事
長
の
選
任
を

行
い
、
幹
事
長
に
教
育
同
人
社
・
山
口
直
人
学
校
教
材

本
部
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
副
幹
事
長
に
正
進

社
・
北
村
有
司
小
学
編
集
部
課
長
を
選
任
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
教
著
協
と
の
協
議
、
共
同
許
諾
申
請
、

デ
ジ
タ
ル
教
材
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
研
究
、
教
材
の
複

製
や
公
衆
送
信
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
、
広

報
活
動
等
に
つ
い
て
状
況
確
認
と
検
討
を
行
っ
た
。

運営委員会 幹事会

業界ネットワーク委員会
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２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

７
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

７
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

業界・協会ＮＥＷＳ
　 :日本図書教材協会　      : 全国図書教材協議会　      : 日本教材学会日 全 学

加
盟
出
版
社
か
ら
の
お
知
ら
せ

□
㈱
浜
島
書
店
□

　

６
月
１
日
付
の
役
員
人
事
に
お
い
て
、
次
の

と
お
り
就
任
い
た
し
ま
し
た
（
○
は
昇
任
）
。

　

取
締
役
会
長　
　
　
　
　

○
浜
島　
　

晃

　

代
表
取
締
役
社
長　
　
　

○
浜
島　

拓
央

　

代
表
取
締
役
副
社
長　
　
　

浜
島　

直
哉

　

代
表
取
締
役
常
務　
　
　
　

浜
島　

佑
季

新社長のあいさつ

株式会社浜島書店　浜島 拓央 氏

　このたび、浜島晃の

あとを受けて代表取締役

社長に就任いたしまし

た浜島拓央と申します。

　浜島書店は来年、創

業から 75 年を迎えま

す。長きに渡り学校直

販業界の皆様にはご支援を頂き感謝申し上げ

ます。

　弊社は「学びで未来をひらく」を志とし、

教育現場の状況に合わせた「丁寧なものづく

り」の提供を会社の土台として社業を続けて

参りました。昨今の教育現場を取り巻く環境

の変化は目まぐるしいですが、丁寧なものづ

くりの必要性はどのような時代でも不変と考

え、益々よいものづくりができるように精進

していく所存でございます。微力ではござい

ますが、学校直販業界の発展に貢献できるよ

う努めて参ります。

　今後とも皆様方のご指導ご支援を賜ります

よう、よろしくお願い申し上げます。

≪略歴≫

昭和 56 年 12 月 6 日生まれ 愛知県名古屋市出身

平成 23 年 浜島書店入社

平成 27 年 代表取締役専務就任

＝
都
道
府
県
協
会　

会
員
だ
よ
り
＝

☆
代
表
者
・
商
号
・
住
所
変
更
の
あ
っ
た
会
員
☆

<

代
表
者
変
更>

　

愛
知
県･

･
･

一
宮
教
材
㈲
（
一
宮
市
）

　
　
　
　
　
　

新
代
表
・
前
田
義
夫

☆
退
会
社
☆

　

大
分
県･
･
･

晃
星
堂
書
店
（
大
分
市
）
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２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

７
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

７
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

　

中
学
校
用
書
き
込
み
式
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
『
ミ
ニ
ッ

ツ
ド
リ
ル
』
は
、
紙
の
ド
リ
ル
教
材
『
漢
字
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
72
』
『
計
算
ド
リ
ル
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
80
』
を
元
に
し

た
、
手
書
き
解
答
・
自
動
採
点
が
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
教

材
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
な
ら
で
は
の
便
利
な

機
能
と
、
使
い
慣
れ
た
紙
の
教
材
と
同
じ
つ
く
り
・
使

い
方
で
あ
る
安
心
感
を
兼
ね
備
え
た
『
ミ
ニ
ッ
ツ
ド
リ

ル
』
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

１
．
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
の
強
み

　

『
ミ
ニ
ッ
ツ
ド
リ
ル
』
の
機
能
的
な
特
徴
は
、
①
タ

紙
の
よ
う
に
使
え
て
、
さ
ら
に
便
利
！

☆日図協加盟出版社の発行している教材につ

いて、実際の授業における活用例、より効果

が得られるポイント（場面・方法）などをご

紹介します。

教材活用シリーズ　  第 160 回

ブ
レ
ッ
ト
上
で
の
手
書
き
入
力
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、

②
高
い
自
動
採
点
精
度
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
③
負
担

の
少
な
い
成
績
管
理
が
可
能
で
あ
る
こ
と
で
す
。

①
手
書
き
入
力

　

『
ミ
ニ
ッ
ツ
ド
リ
ル
』
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で
の
手
書

き
入
力
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。
画
面
に
表
示
さ
れ

た
問
題
を
読
み
、
解
答
欄
に
答
え
を
記
入
し
て
い
き

ま
す
。

　

実
際
に
ペ
ン
を
使
用
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で
書
い

て
み
る
と
、
な
め
ら
か
な
書
き
心
地
に
驚
か
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
画
面
を
拡
大
す
る
こ
と
で
解
答
欄
を
大
き

く
す
る
こ
と
が
で
き
、
広
い
ス
ペ
ー
ス
に
ゆ
っ
た
り
と

書
き
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
【
図
１
】

②
自
動
採
点

　

『
ミ
ニ
ッ
ツ
ド
リ
ル
』
は
、
富
士
通
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
株

式
会
社
が
学
習
用
に
開
発
し
た
「
Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
ｔ
ｓ
ｕ　

初
等
中
等
教
育
向
け
デ
ジ
タ
ル
教
材
提
供
サ
ー
ビ
ス
」

の
機
能
を
利
用
し
て

い
ま
す
。
ペ
ン
の
ス

ト
ロ
ー
ク
を
認
識
し

て
文
字
の
判
定
を
行

う
た
め
、
く
ず
れ
や

す
い
生
徒
の
手
書
き

文
字
も
確
実
に
認
識

し
、
と
め
・
は
ね
の

チ
ェ
ッ
ク
や
解
答
欄

か
ら
は
み
出
し
た
文

字
の
読
み
取
り
も
可

能
で
す
。
【
図
２
】

㈱浜島書店

中学校用

書き込み式デジタルドリル

『ミニッツドリル』

㈱浜島書店

編集部　国語・数学担当

▲ 【図２】

手書きの文字を認識し、 瞬時に

採点する。

▲ 【図１】

タッチペンを用いて、 なめらかに筆記できる。

画数の多い漢字は画面を拡大すればゆったりと書ける。
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２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

７
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

７
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

　

ま
た
、
計
算

過
程
を
重
視
す

る

問

題

で

は
、

筆
跡
を
確
認
す

る
機
能
も
有
効

で
す
。
先
生
は

生
徒
が
計
算
の

ど
の
部
分
で
つ

ま
ず
い
て
い
る

の
か
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

４
．
使
い
方
の
提
案

　

最
後
に
、
『
ミ
ニ
ッ
ツ
ド
リ
ル
』
の
使
い
方
を
二
つ

提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は
、
授
業
の
導
入
や
帯
学
習
と
し
て
。
配
布
・

相
互
採
点
・
回
収
を
す
る
必
要
が
な
い
の
で
、
手
間
と

時
間
を
大
幅
に
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

集
計
機
能
を
活
か
し
、
評
価
や
学
習
の
見
取
り
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
自
宅
学
習
と
し
て
。
全
問
正
解
す

る
ま
で
何
度
で
も
繰
り
返
し
取
り
組
め
る
た
め
、
生
徒
の

自
主
学
習
に
最
適
で
す
。
教
員
用
画
面
で
取
り
組
ん
だ

回
数
や
点
数
な
ど
を
一
覧
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
ち
ら
も

評
価
や
学
習
の
見
取
り
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

『
ミ
ニ
ッ
ツ
ド
リ
ル
』
は
デ
ジ
タ
ル
教
材
で
あ
り
な

が
ら
、
紙
の
教
材
に
近
い
使
い
勝
手
・
使
い
心
地
の
教

材
と
な
っ
て
い
ま
す
。
先
生
も
生
徒
も
無
理
な
く
使
い

始
め
ら
れ
る
デ
ジ
タ
ル
教
材
と
し
て
、
お
役
に
立
て
れ

ば
幸
い
で
す
。

③
成
績
管
理

　

採
点
し
た
ド
リ
ル

の
結
果
は
瞬
時
に
自

動
集
計
さ
れ
、
教
員

用
画
面
か
ら
、
生
徒

の
個
票
、
問
題
の
正

答
率
な
ど
の
デ
ー
タ

を
手
間
な
く
確
認
で

き
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
集
計

デ
ー
タ
は
Ｃ
Ｓ
Ｖ
形

式
で
出
力
で
き
ま

す
。
学
校
で
お
使
い

の
校
務
支
援
シ
ス
テ

ム
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
成
績
管
理
の
効
率
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
【
図
３
】

　

ま
た
、
特
徴
的
な
機
能
と
し
て
、
生
徒
が
ド
リ
ル
に

取
り
組
ん
だ
際
の
筆
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
機
能
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
生
徒
が
ど
の
部

分
で
時
間
が
か
か
っ
た
か
、
書
い
た
り
消
し
た
り
を
繰

り
返
し
た
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
生
徒
の
つ
ま

ず
き
箇
所
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

２
．『
漢
字
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
72
』
学
習
上
の
メ
リ
ッ
ト

　

『
ミ
ニ
ッ
ツ
ド
リ
ル　

漢
字
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
72
』

の
一
番
の
特
徴
は
、
や
は
り
生
徒
に
と
っ
て
、
漢
字
の

と
め
・
は
ね
ま
で
正
確
に
チ
ェ
ッ
ク
、
指
摘
し
て
も
ら

え
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

漢
字
の
書
き
取
り
問
題
の
採
点
で
は
、
「
と
め
・
は

ね
の
有
無
」
「
点
画
の
落
ち
」
な
ど
、
自
学
自
習
や
相

互
採
点
で
は
見
落
と
し
て
し
ま
い
が
ち
な
ポ
イ
ン
ト

が
多
数
あ
り
ま
す
。
『
ミ
ニ
ッ
ツ
ド
リ
ル
』
を
使
う
と
、

そ
う
い
っ
た
細
か

い
部
分
を
自
動
採

点
に
任
せ
る
こ
と

が
で
き
、
採
点
ミ

ス
や
「
間
違
っ
た

ま
ま
覚
え
て
し
ま

う
」
と
い
っ
た
事

態
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
図
４
】

　

ま
た
、
漢
字
の

学
習
で
は
何
度
も

書
い
て
覚
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
『
ミ
ニ
ッ
ツ
ド

リ
ル
』
に
は
取
り
組
め
る
回
数
に
制
限
が
あ
り
ま
せ

ん
。
学
習
内
容
が
定
着
す
る
ま
で
、
生
徒
は
何
度
で
も

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
成
績
管
理
画
面

を
見
れ
ば
、
先
生
は
生
徒
の
努
力
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

３
．『
計
算
ド
リ
ル
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
80
』
学
習
上
の
メ
リ
ッ
ト

　

『
ミ
ニ
ッ
ツ
ド
リ
ル　

計
算
ド
リ
ル
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
80
』

は
分
数
や
√
な
ど
の
自
動
採
点
も
可
能
な
た
め
、
多
種

多
様
な
計
算
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
項
の
入
れ
替
え
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
別
解
に
も
対

応
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
特
徴
で
す
。

　

こ
の
デ
ジ
タ
ル
計
算
ド
リ
ル
の
一
番
の
特
徴
は
、
途

中
式
を
解
答
欄
の
近
く
に
書
け
る
こ
と
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
計
算
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で
完
結
さ
せ
ら
れ
る

た
め
、
よ
り
従
来
の
紙
の
教
材
に
近
い
使
い
方
が
で
き

ま
す
。
【
図
５
】

▲ 【図３】

教員用の画面では、 生徒の得点 ・ 正答率 ・

取り組んだ回数などを閲覧できる。

▲ 【図４】

間違ったまま覚えてしまうことを防げる

のは、自動採点を使うメリットのひとつ。

▲ 【図５】

途中式を解答欄の近くに書ける。

紙のドリルと変わらない使い方が可能。
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２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

７
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

７
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

発
行
所　

一
般
社
団
法
人
日
本
図
書
教
材
協
会　
　

編
集
人　

新
井
啓
美
・
宍
戸
亮
太　
　

発
行
人　

渡
部
竜
士　
　

〒
１
６
２
‐
０
８
３
１ 

東
京
都
新
宿
区
横
寺
町
64
‐
２　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

03
‐
３
２
６
７
‐
１
０
４
１

各
協
会
役
員
等
17
名
、
加
盟
出
版
社
２
社
よ
り
２
名
、

全
図
協
事
務
局
よ
り
１
名
が
出
席
。

　

各
協
会
か
ら
の
新
学
期
情
勢
報
告
の
ほ
か
、
教
師

用
書
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
情
報
交
換
や
全
図
協
事

業
、
見
本
の
在
り
方
な
ど
の
出
版
社
へ
の
要
望
事
項

等
に
つ
い
て
協
議
。

◇
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

　

６
月
９
日
に
あ
わ
ら
市
「
グ
ラ
ン
デ
ィ
ア
芳
泉
」
で

開
催
。
各
協
会
役
員
14
名
、
加
盟
出
版
社
２
社
よ
り
３

名
が
出
席
。

　

各
協
会
か
ら
の
情
勢
報
告
と
、
業
界
の
諸
課
題
や
出

版
社
へ
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
協
議
。

全
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
会
議
を
開
催

　

６
月
の
全
図
協
理
事
会
等
諸
会
議
に
向
け
て
、
各

ブ
ロ
ッ
ク
で
は
新
学
期
販
売
商
戦
の
情
報
交
換
や
諸

課
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

◇
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

　

６
月
３
日
に
札
幌
市
「
札
幌
サ
ン
プ
ラ
ザ
」
で
開
催
。

役
員
12
名
が
参
加
。

　

各
地
の
情
勢
報
告
や
見
本
の
在
り
方
、
物
流
面
の

２
０
２
４
年
問
題
を
中
心
と
し
た
出
版
社
へ
の
要
望

事
項
に
つ
い
て
協
議
。
夏
の
総
会
時
に
講
演
会
、
11
月

に
デ
ジ
タ
ル
教
材
に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催
す
る
こ

と
を
確
認
。

◇
南
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

　

６
月
３
日
に
千
代
田
区
「
出
版
ク
ラ
ブ
」
で
開
催
。

各
協
会
役
員
な
ど
26
名
、
加
盟
出
版
社
２
社
よ
り
２
名

が
出
席
。

　

小
・
中
学
別
に
分
科
会
を
開
催
し
、
各
協
会
か
ら
の

情
勢
報
告
や
ブ
ロ
ッ
ク
小
・
中
学
部
会
で
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
協
議
。

◇
東
海
ブ
ロ
ッ
ク

　

６
月
３
日
に
津
市
「
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
津
」

で
開
催
。
各
協
会
役
員
15
名
、
加
盟
出
版
社
２
社
よ

り
２
名
が
出
席
。

　

各
協
会
か
ら
の
情
勢
報
告
の
ほ
か
、
全
図
協
事

業
や
小
・
中
学
別
に
分
か
れ
て
諸
課
題
に
つ
い
て

協
議
。

◇
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

　

６
月
９
日
に
仙
台
市
「
秋
保
温
泉　

佐
勘
」
で
開
催
。

お
知ら

せ
お
知ら

せ

この度、ホームページを全面的にリニューア
ルいたしました。より使いやすく、ページの
デザインと構成を見直しました。
またスマートフォンやタブレットでの表示に
対応しており、端末を問わずに閲覧いただけ
ます。
今後、学校用教材の価値や役割を多くの方に
知っていただくために、有益な情報をお伝え
できるよう、内容の充実を図って参ります。
皆様是非ご覧ください。

協会ホームページ協会ホームページ
リニューアルリニューアル

URL

https://www.nit.or.jp

　

コ
ロ
ナ
も
５
類
に
移
行
さ
れ
、
夏
が
近

づ
く
に
つ
れ
街
中
で
は
マ
ス
ク
を
外
し

て
い
る
人
も
多
く
見
か
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
コ
ロ
ナ
前
の
日
常

に
戻
っ
て
い
く
の
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

協
会
の
諸
会
議
も
ほ
と
ん
ど
が
対
面
開
催
に
な
り
、

面
と
向
か
っ
て
話
し
合
う
機
会
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
会
議
後
の
酒
席
も
多
く
な
り
、
お
酒
を

酌
み
交
わ
し
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
方
々
と
業
界
の
未
来

や
日
々
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
語
り
合
っ
て
い
ま
す
。

　

飲
み
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
つ
つ
、

減
量
し
た
体
ま
で
コ
ロ
ナ
前
に
戻
ら
な
い
よ
う
適
度
な

運
動
と
規
則
正
し
い
生
活
を
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｓ
）

編集
後記


